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学童期に受ける定期予防接種
ワクチンの種類

日本脳炎

二種混合

HPV
感染症

（子宮頸がん）

サーバ
リックス
（2価）

２期

ガーダシル
（4価）

9 歳から 13歳の誕生日の前日まで 

11 歳から 13歳の誕生日の前日まで 

9 歳から 10歳の誕生日の前日まで 

11 歳から 12歳の誕生日の前日まで 

1 回 ( 小学校 4年生の保護者へ、学校を通じて通知します。) 

1 回 ( 小学校 6年生の保護者へ、学校を通じて通知します。) 

中学校１年生の間

1か月の間隔をおいて 2回接種した後、1回目の接種から 6か月の間隔をおいて 1回。 
ただし、当該方法をとることができない場合は、1か月以上の間隔をおいて 2回接種した後、
1回目の接種から 5か月以上、かつ 2回目の接種から 2か月半以上の間隔をおいて 1回 。

2か月の間隔をおいて 2回接種した後、1回目の接種から 6か月の間隔をおいて 1回。 
ただし、当該方法をとることができない場合は、1か月以上の間隔をおいて 2回接種した後、
2回目の接種から 3か月以上の間隔をおいて 1回。 

対象年齢 標準的な接種期間 ※ 接　種　方　法

12 歳となる日の属する年度の初日
から 16 歳となる日の属する年度の
末日までにある女子
 ( 小学校 6 年生～高校 1 年生相当
の女子 ) 

20 歳の誕生日の
前日まで 

9 歳から 13歳の
誕生日の前日まで 

平成 7年 4月 2日から
平成 19年 4月 1日以前に生まれた人

平成 19年 4月 2日から
平成 21年 10月 1日に生まれた人 

1 期初回・追加の接種が終了していない場合、1期 3回の残り回数を接種。 
1 期追加の接種終了後、1回接種（1期と 2期の接種間隔については、東保健センターへお問い合わせください）。 
※日本脳炎ワクチンは、妊娠中又は妊娠している可能性のある人の場合は、原則接種しないこととなっています。

1期初回・追加の接種が 7歳 6か月の前日までに終了しなかった場合、1期 3回の残り回数を接種。 
1 期追加の接種終了後、1回接種 (1 期と 2期の接種間隔については、東保健センターへお問い合わせください）。

対象者 接種期間 接　種　方　法日
本
脳
炎
特
例
対
象
者

※HPV感染症（子宮頸がん）ワクチン接種の「積極的な接種勧奨の差し控え」

( ジフテリア・破傷風 )

 平成 25 年 6月 14日付け厚生労働省からの通知により、接種部位以外の体の広い範囲で持続する疼痛の副反応症例等について十分に情報提供できない状況であることから、接種希望者の接種機会は残
しつつ、適切な情報提供ができるまでの間は、積極的な接種勧奨を一時的に差し控えています。定期予防接種を中止するものではありませんので、希望する方は接種を受けられます。この場合は、ワクチ
ンの有効性と副反応のリスクをご理解のうえ、予防接種をお受けください。 

　母子健康手帳は、小学生になると開く機会もめっきり少なくなり、棚の奥底へ…ということもあるかと思いますが、将来、お子様の進路によっては、予防接種の履歴
を求められることがあります。
　保健センターでも定期予防接種の接種履歴を管理していますが、データには保存期限があるため、調べられない場合があります。
　そんな時に手がかりとなるのが母子健康手帳です。なくさないように保管しておきましょう！
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